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一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）
誕
生

　

十
月
十
八
日
、
群
馬
県
前
橋
市
天
川
町
（
現
文
京
町
）
に
服
部
文
男
と
サ
ク
の
末

子
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
文
男
は
群
馬
県
新
田
郡
綿
打
村
（
現
太
田
市
新
田

町
）
の
自
作
農
の
分
家
、
つ
ま
り
貧
家
の
生
ま
れ
で
、
幼
少
期
に
父
親
を
亡
く
し
た

こ
と
も
あ
り
憧
れ
の
中
学
校
進
学
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た

あ
と
昭
和
八
年
十
六
歳
で
上
京
し
、
広
尾
の
逓
信
講
習
所
に
入
学
す
る
。
こ
の
頃
か

ら
文
学
と
テ
ニ
ス
を
始
め
る
。
卒
業
後
、
群
馬
県
原
町
や
茨
城
県
阿
見
町
の
特
定
郵

便
局
、
さ
ら
に
東
京
中
央
電
信
局
の
勤
務
と
中
国
で
の
兵
役
を
経
て
通
信
官
吏
練
習

所
に
進
み
、
昭
和
十
七
年
に
無
線
通
信
科
を
卒
業
す
る
。
戦
後
は
一
貫
し
て
電
信
電

話
公
社
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
少
年
期
か
ら
の
文
学
へ
の
夢
を
断
ち
切
れ
ず
様
々
な
同

人
誌
に
小
説
を
発
表
す
る
。（
こ
れ
ら
の
こ
と
は
私
家
版
『
ふ
る
さ
と
考
／
行
人
譜
』

と
『
煙
火
饗
宴
』
に
詳
し
い
。）
職
業
作
家
の
夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
終
生
、

創
作
を
捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
群
馬
県
水
上
町
の
小
さ
な
電
話
局
の
局
長
を
最

後
に
退
職
し
、
晩
年
は
群
馬
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
と
し
て
文
学
に
携
わ
る
と
と
も

に
、
生
涯
の
趣
味
で
あ
る
テ
ニ
ス
を
日
課
と
し
た
。
以
上
の
通
り
、
私
の
出
自
は
典

型
的
な
下
層
中
産
階
級
に
あ
る
。
戦
後
に
生
ま
れ
た
の
が
幸
い
で
あ
っ
た
。

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
高
校
入
学

　

中
学
校
卒
業
間
近
の
一
月
末
、
父
親
の
東
京
転
勤
の
た
め
前
橋
市
立
第
五
中
学
校

か
ら
練
馬
区
立
石
神
井
南
中
学
校
に
転
校
す
る
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
な
か
、
都

立
石
神
井
高
等
学
校
に
入
学
す
る
。
学
校
群
制
度
の
第
二
期
生
と
し
て
の
入
学
だ
っ

た
。
同
じ
第
三
学
区
三
十
四
群
の
人
気
校
で
あ
る
大
泉
高
校
に
進
め
な
か
っ
た
の
は
、

他
の
受
験
生
と
同
様
に
少
し
残
念
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
自
由
な

校
風
の
石
神
井
高
校
の
生
活
は
概
ね
楽
し
か
っ
た
。
学
生
運
動
が
激
し
か
っ
た
頃
で
、

同
校
に
も
運
動
す
る
先
輩
が
お
り
、
行
動
を
共
に
す
る
よ
う
に
声
を
か
け
ら
れ
た
が
、

鄭
重
に
お
断
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
よ
う
で
、
す
で
に
安
全

策
を
選
択
す
る
つ
ま
ら
な
い
人
間
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
幸
い
し
た
。
ち
な
み
に
同
じ

学
年
の
一
人
は
運
動
に
飛
び
込
み
、
ど
こ
か
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

高
校
時
代
の
最
も
衝
撃
的
な
出
来
事
は
、
七
〇
年
十
一
月
に
三
島
由
紀
夫
が
自
衛

隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地
（
現
防
衛
省
）
で
割
腹
自
決
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
気
の
良
い
昼

頃
、
放
送
部
の
校
内
放
送
で
訃
報
が
流
れ
る
と
、
私
も
含
め
て
み
な
驚
き
を
隠
せ
ず
、

大
い
に
ざ
わ
つ
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
大
江
健
三
郎
、
カ
フ
カ
あ
る

い
は
カ
ミ
ュ
な
ど
と
と
も
に
三
島
も
耽
読
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
衝
撃
は
小
さ
く
な

か
っ
た
。

　
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
上
智
大
学
入
学

　

三
月
、
都
立
石
神
井
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
。

　

四
月
、
上
智
大
学
文
学
部
ド
イ
ツ
文
学
科
に
入
学
す
る
。
独
文
か
仏
文
か
迷
っ
た

が
、
自
分
に
あ
う
の
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
ろ
う
と
い
う
根
拠
な
い
思
い
か
ら
の
入
学
だ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
勝
手
な
思
い
込
み
が
結
構
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
後
に
判
明
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

あ
る
。

　
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
ド
イ
ツ
文
学
科
中
間
試
験

　

ド
イ
ツ
の
大
学
は
学
士
課
程
と
修
士
課
程
と
の
区
別
が
な
い
の
で
（
現
在
は
一
九

九
九
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
応
じ
て
学
士
課
程
が
存
在
す
る
よ
う
だ
が
）、

学
部
卒
で
あ
る
私
も
、
学
部
の
第
一
セ
メ
ス
タ
ー
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
大
学
は
卒
業
制
度
が
な
く
、
学
位
試
験
な
い
し
は
国
家
試
験

に
合
格
し
資
格
を
取
得
し
て
修
了
と
な
る
た
め
、
マ
ギ
ス
タ
ー
・
ア
ル
テ
ィ
ウ
ム

（
Ｍ
・
Ａ
）
を
目
指
す
こ
と
に
す
る
。
ち
な
み
に
、
最
終
試
験
に
二
度
落
ち
て
資
格

が
取
得
で
き
な
い
と
、
そ
れ
ま
で
の
学
業
は
す
べ
て
無
に
帰
す
る
。
あ
く
ま
で
も
最

終
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
位
取
得
で
卒
業
で
き
る
制
度
で
は
な
い
。

　

課
程
後
半
の
メ
イ
ン
・
ゼ
ミ
に
進
む
に
は
、
四
セ
メ
ス
タ
ー
以
降
にZw

ischen-
prüfung

と
称
す
る
中
間
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
な
ん
と
か
合
格

し
進
級
し
た
。
中
間
試
験
も
含
む
学
位
試
験
な
ど
の
大
き
な
試
験
は
伝
統
的
に
口
頭

試
験
で
、
ノ
ー
ト
や
筆
記
具
の
類
い
は
一
切
持
つ
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
口
一
つ
で
受

験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
結
構
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。（
十
九
世
紀
の
小
説

に
よ
く
出
て
く
る
口
頭
試
験
が
こ
れ
で
あ
る
。）
な
お
、
日
本
学
科
の
中
間
試
験
は
、

上
智
大
学
の
単
位
取
得
状
況
が
考
慮
さ
れ
て
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
大
学
で
の
講

義
や
ゼ
ミ
以
外
に
、
日
々
欠
か
さ
ず
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
学
生
寮
の

友
人
と
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
主
に
社
会
・
政
治
ネ
タ
）
や
ビ
ー
ル
・
パ
ー
テ

ィ
ー
な
ど
に
励
ん
だ
お
か
げ
で
、
語
学
力
を
伸
ば
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
友
人
た
ち
と

の
交
流
で
ド
イ
ツ
語
を
身
に
つ
け
た
の
は
確
か
だ
が
、
会
話
だ
け
で
総
合
的
な
語
学

力
を
伸
ば
す
こ
と
は
能
わ
な
い
。
読
解
力
は
も
と
よ
り
会
話
力
も
、
き
ち
ん
と
し
た

文
章
を
た
く
さ
ん
読
ま
な
け
れ
ば
決
し
て
身
に
つ
か
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

す
る
。
ド
イ
ツ
語
の
具
体
性
と
論
理
性
が
性
に
合
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
ド
イ
ツ
語
を

学
ぶ
こ
と
は
実
に
楽
し
か
っ
た
が
、
会
話
は
も
と
よ
り
読
解
力
は
少
し
も
向
上
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
か
、
読
み
・
書
き
の
み
な
ら
ず
聞
き
・
話
す
力
も
身
に
つ
け

た
い
と
い
う
思
い
が
募
り
、
ド
イ
ツ
留
学
を
夢
み
る
よ
う
に
な
る
。

　

卒
業
論
文
は
、
ド
イ
ツ
演
劇
の
碩
学
尾
崎
賢
治
先
生
に
師
事
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
の

『
ガ
リ
レ
イ
の
生
涯
』
に
つ
い
て
書
く
。
尾
崎
先
生
と
は
八
一
年
に
（
後
述
の
）
留

学
地
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
久
し
ぶ
り
に
邂
逅
し
た
。
先
生
の
帰
国
便
が
パ
リ
発
だ
っ
た

た
め
パ
リ
ま
で
ご
一
緒
し
、
妻
カ
ト
リ
ー
ヌ
（
七
九
年
に
結
婚
）
の
実
家
に
お
泊
ま

り
い
た
だ
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
。
留
学
か
ら
帰
国
後
、
私
が
職
を
求
め
て
色
々
な

大
学
に
応
募
す
る
際
、
た
だ
一
人
推
薦
状
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
尾
崎
先
生
は
、
八

四
年
夏
に
若
く
し
て
急
逝
さ
れ
た
。
実
に
悲
し
か
っ
た
。
奇
し
く
も
私
の
秋
田
大
学

着
任
の
前
年
だ
っ
た
。

　

上
智
大
学
時
代
、
ド
イ
ツ
文
学
以
外
で
は
特
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
根
を
詰
め

て
読
ん
だ
。

　
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
上
智
大
学
卒
業
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
入
学

　

三
月
、
上
智
大
学
を
卒
業
す
る
。

　

一
社
か
ら
も
内
定
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
折
か
ら
の
就
職
難
に
か
こ
つ
け
、
父

親
に
ド
イ
ツ
留
学
を
許
し
て
も
ら
う
。
三
月
末
に
渡
独
し
、
シ
ュ
タ
ウ
ヘ
ン
と
リ
ュ

ー
ネ
ブ
ル
ク
の
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
で
語
学
研
修
を
す
る
。
ア
ル
ベ
ル

ト
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
大
学
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
語
試
験
に
合
格
し
、
十
月
、

同
大
学
の
ド
イ
ツ
文
学
科
と
日
本
学
科
に
学
籍
登
録
す
る
（
文
学
部
や
理
学
部
は
二

つ
の
主
専
攻
、
ま
た
は
一
つ
の
主
専
攻
と
二
つ
の
副
専
攻
が
課
せ
ら
れ
る
）。
幸
い

な
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
は
学
生
（
留
学
生
を
含
む
）
の
学
費
負
担
が
な
い
た
め
、

留
学
が
可
能
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
ド
イ
ツ
政
府
に
は
終
生
、
感
謝
あ
る
の
み
で
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一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）
日
本
学
科
学
位
試
験

　

夏
学
期
の
終
わ
り
に
日
本
学
科
の
学
位
口
頭
試
験
に
合
格
す
る
。
試
験
は
そ
の
場

で
渡
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
試
験
の
冒
頭
、
テ
キ
ス
ト
の
タ
イ
ト

ル
を
問
わ
れ
、
音
読
し
た
あ
と
表
現
形
式
や
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
が
続
い
た
。
テ

キ
ス
ト
は
幸
い
準
備
万
端
の
『
平
家
物
語
』
だ
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の
質
問
に
無
難

に
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
仮
に
タ
イ
ト
ル
が
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ

の
時
点
で
不
合
格
が
決
定
し
た
だ
ろ
う
が
、
あ
ま
り
に
も
有
名
な
冒
頭
の
く
だ
り
の

た
め
、
そ
れ
が
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
こ
と
は
私
で
も
難
な
く
答
え
ら
れ
た
。
幸
運

だ
っ
た
。

　

以
上
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
全
課
程
を
修
了
し
、
マ
ギ
ス
タ
ー
の
学
位
を
取
得

し
た
。
学
位
記
に
は
論
文
及
び
二
つ
の
学
位
試
験
の
平
均
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

評
価
2
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
。（
ド
イ
ツ
の
評
価
は
1
が
最
高

で
、
4
が
最
低
合
格
点
で
あ
る
。）

　

九
月
、
帰
国
す
る
。
実
務
翻
訳
や
通
訳
で
糊
口
を
凌
ぐ
が
、
生
活
は
安
定
し
な
か

っ
た
。

　
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
民
間
会
社
勤
務

　

七
月
、
ド
イ
ツ
系
の
製
薬
会
社
（
へ
キ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
）
に
職
を
得
て
、
主
に
医

療
系
の
ド
イ
ツ
語
文
献
の
翻
訳
を
行
う
。

　
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
群
馬
大
学
非
常
勤
講
師

　

四
月
、
へ
キ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
に
勤
務
す
る
傍
ら
週
休
二
日
の
土
曜
日
を
利
用
し
て
、

群
馬
大
学
教
養
部
の
非
常
勤
講
師
（
ド
イ
ツ
語
）
の
職
を
得
る
。（
至
一
九
八
五
年

三
月
）

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
年
）
Ｍ
・
Ａ
論
文
執
筆
、
ド
イ
ツ
文
学
科
学
位
試
験

　

ド
イ
ツ
文
学
科
と
日
本
学
科
で
所
定
の
ゼ
ミ
の
単
位
（Schein

）
を
取
得
し
た
あ

と
、
ド
イ
ツ
文
学
科
で
マ
ギ
ス
タ
ー
論
文
（
“Zw

ischen Idealism
us und Gesell-

schaftskritik. Eine Studie zur T
hem
enentw

icklung der frühen W
erke 

H
einrich Bölls von 1947 bis 1963.

”Ａ
4 

168
頁
）
を
書
い
た
。
二
つ
の
主
専
攻

の
場
合
、
マ
ギ
ス
タ
ー
論
文
は
い
ず
れ
か
の
専
攻
科
で
書
け
ば
よ
い
。

　

修
士
論
文
の
審
査
に
合
格
し
た
あ
と
、
学
位
口
頭
試
験
の
テ
ー
マ
を
「
ド
イ
ツ
悲

劇
」
に
決
め
る
。
試
験
は
バ
ロ
ッ
ク
文
学
か
ら
現
代
文
学
ま
で
の
作
品
に
つ
い
て
の

質
問
に
答
え
る
形
式
で
行
わ
れ
る
。
試
験
の
対
象
と
な
る
作
品
は
時
代
毎
に
五
〜
六

篇
を
自
ら
選
定
し
、
事
前
に
指
導
教
授
に
提
出
し
て
お
く
。
そ
の
文
献
リ
ス
ト
に
従

い
一
学
期
か
け
て
試
験
の
準
備
を
し
た
上
で
、
指
導
教
授
に
よ
る
一
時
間
の
口
頭
試

験
を
受
験
す
る
。
公
正
を
期
す
る
た
め
に
、
口
頭
試
験
に
は
議
事
録
作
成
の
教
授
が

陪
席
す
る
。
一
学
期
の
準
備
の
あ
と
、
冬
学
期
の
最
後
に
い
よ
い
よ
試
験
に
臨
ん
だ
。

冒
頭
の
バ
ロ
ッ
ク
で
少
々
躓
い
た
が
、
あ
と
は
無
難
に
こ
な
し
、
な
ん
と
か
合
格
で

き
た
。

　

ド
イ
ツ
文
学
科
の
口
頭
試
験
に
合
格
し
た
あ
と
、
も
う
一
つ
の
主
専
攻
で
あ
る
日

本
学
科
の
口
頭
試
験
の
テ
ー
マ
を
「
中
世
文
学
」
に
決
め
る
。
上
代
文
学
や
中
古
文

学
に
は
到
底
歯
が
立
た
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
テ
ー
マ
を
指
導
教
授
に
申
告

し
て
か
ら
、
一
学
期
間
の
準
備
に
入
る
。
指
導
教
授
は
上
代
文
学
が
専
門
の
ナ
ウ
マ

ン
先
生
（
女
性
）
で
あ
る
。
ナ
ウ
マ
ン
先
生
に
は
、
文
献
購
読
の
授
業
で
他
の
受
講

生
と
同
様
に
、
細
か
い
文
法
の
追
及
を
受
け
て
こ
て
ん
ぱ
ん
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い

た
。
日
本
か
ら
の
留
学
生
に
は
特
に
厳
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
二
回
目
に
当
た
っ
た

と
き
か
ら
は
、
他
の
学
生
に
比
べ
多
少
や
さ
し
め
の
指
導
に
な
っ
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
。
ナ
ウ
マ
ン
先
生
の
下
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
後
に
明
星
大
学
の
授
業
に
少
し
は
役

立
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
な
ど
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

　

二
月
、
論
文
「
カ
フ
カ
の
「
判
決
」、
物
語
の
構
造
と
そ
の
解
体
」、
秋
田
大
学
教

育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
41
）、
103
―
110
頁
。

　

十
月
、
秋
田
大
学
教
育
学
部
助
教
授
に
昇
任
す
る
。

　
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

　

一
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
『
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
不
安
』
に
み
る

対
象
・
言
葉
・
主
体
の
関
係
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社

会
科
学
（
44
）、
29
―
37
頁
。

　
一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

　

五
月
、
論
文
「『
特
集　

外
国
事
情
』、
ド
イ
ツ
そ
の
分
裂
と
統
一
」、
秋
田
大
学

総
合
基
礎
教
育
研
究
紀
要
（
2
）、
15
―
25
頁
。

　
一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

　

三
月
、
論
文
「
多
様
性
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
、
比
較
文
化
論
の
試
み
」、

秋
田
大
学
総
合
基
礎
教
育
研
究
紀
要
（
3
）、
64
―
74
頁
。

　

十
二
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
『
長
い
別
れ
へ
の
短
い
手
紙
』、
新

し
い
主
体
を
求
め
て
」、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
（
12
）、
18
―
27
頁
。

　
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

　

三
月
、
論
文
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
本
質
と
近
代
日
本
、
個
人
主
義
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
51
）、
45
―

53
頁
。

　

五
月
、
論
文
「
ド
イ
ツ
表
現
主
義
映
画
の
伝
統
と
現
代
ド
イ
ツ
映
画
、
ヴ
ェ
ン
ダ

ー
ス
と
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
の
映
画
が
み
せ
る
近
代
精
神
へ
の
批
判
」、
秋
田
大
学
教
育

　
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
秋
田
大
学
教
育
学
部
着
任

　

三
月
、
へ
キ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
を
退
職
す
る
と
と
も
に
、
群
馬
大
学
非
常
勤
講
師
を

退
任
す
る
。

　

四
月
、
秋
田
大
学
教
育
学
部
助
手
（
一
般
教
育
ド
イ
ツ
語
）
に
着
任
す
る
。

　

同
月
、
日
本
独
文
学
会
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
学
研
究
会
、
並
び
に
東
北
独
文
学
会

に
入
会
す
る
。（
至
現
在
）

　
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
教
育
学
部
専
任
講
師
（
以
下
、
教
育
・
研
究
業
績
併
記
）

　

二
月
、
論
文
「Zu 

Peter 
H
andkes 

subjektivistischer 
Literatur. 

M
it 

einer Interpretation über 

“Die Stunde der w
ahren Em

pfindung

”」、
秋

田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
36
）、
47
―
58
頁
。

　

十
月
、
秋
田
大
学
教
育
学
部
専
任
講
師
に
昇
任
す
る
。

　
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

　

二
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
劇
作
、
話
劇
と
『
カ
ス
パ
ー
』
に
み
る

詩
的
フ
ォ
ル
ム
へ
の
可
能
性
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社

会
科
学
（
37
）、
67
―
75
頁
。

　
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

　

第
28
回
ド
イ
ツ
語
学
文
学
振
興
会
奨
励
賞
を
受
賞
す
る
。
対
象
論
文
は
「
ペ
ー
タ

ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
劇
作
、
話
劇
と
『
カ
ス
パ
ー
』
に
み
る
詩
的
フ
ォ
ル
ム
へ
の
可
能

性
」。

　
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
教
育
学
部
助
教
授
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自
記
年
譜　
　
　

服
部　

裕

鑑
賞
す
る
。

　
二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
在
外
研
究
か
ら
帰
国

　

三
月
、
在
外
研
究
か
ら
帰
国
す
る
。
在
外
研
究
最
終
日
、
研
究
対
象
で
あ
る
作
家

ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
に
送
っ
て
い
た
手
紙
に
対
し
て
本
人
直
筆
の
短
い
返
信
が
届

く
。
自
分
の
手
紙
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
覚
え
る
。

　

十
二
月
、
論
文
「
文
学
的
理
想
と
し
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ

ン
ト
ケ
の
“Eine W

interliche Reise zu den Flüseen D
onau, Save, M

oraw
a 

und D
rina oder Gerechtigkeit für Serbien

”と
“Abschied des T

räum
ers 

vom
 N
euhten Land

”に
つ
い
て
の
考
察
」、
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
（
45
）、
59

―
78
頁
。

　
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）

　

三
月
、
論
文
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
よ
る
学
生
参
加
型
授
業
の
試
み
、『
総
合
学
習
』

に
お
け
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
可
能
性
」、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
育
実
践
研
究
紀

要
（
25
）、
133
―
143
頁
。

　

同
月
、
論
文
「
舞
台
の
上
の
カ
ス
パ
ー
、
戯
曲
『
カ
ス
パ
ー
』
の
上
演
に
み
る
ペ

ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
言
語
批
判
の
現
在
」、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
研
究
紀

要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
58
）、
1
―
7
頁
。

　
二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
着
任

　

一
月
、
科
研
費
に
よ
る
調
査
旅
行

：「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
文
学
に
お
け
る

自
然
描
写
が
持
つ
近
代
批
判
的
な
意
味
に
関
す
る
研
究
」
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ク
サ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
を
訪
れ
、
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
の
ア
ト
リ
エ
や
サ
ン

ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
な
ど
に
お
い
て
実
地
調
査
を
行
う
。

文
化
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
52
）、
81
―
87
頁
。

　

同
月
、
論
文
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
方
法
に
関
す
る
諸
問
題
、

日
本
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
か
た
と
そ
の
文
化
的
背
景
」、
秋
田

大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
52
）、
89
―
93
頁
。

　

同
月
、
論
文
「
映
像
文
化
に
関
す
る
一
考
察
、
大
衆
時
代
の
芸
術
と
し
て
の
映

画
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
52
）、
75
―
80
頁
。

　
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
改
組
に
伴
い
教
育
文
化
学
部
助
教
授

　

三
月
、
論
文
「
近
代
な
き
『
近
代
の
超
克
』、『
世
界
史
的
立
場
と
日
本
』
の
意

味
」、
秋
田
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
53
）、
43
―
54
頁
。

　

四
月
、
改
組
に
伴
い
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
助
教
授
に
改
称
す
る
。

　
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）

　

三
月
、
論
文
「『
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
』
と
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』
に
関
す
る
比
較

文
化
論
的
考
察
、
文
明
批
判
映
画
に
現
れ
る
個
人
主
義
的
社
会
と
権
威
主
義
的
社

会
」、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科
学
（
54
）、
37
―

43
頁
。

　

四
月
、
日
本
独
文
学
会
東
北
地
区
選
出
理
事
。（
至
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

　
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
在
外
研
究
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）

　

三
月
、
論
文
「
映
画
に
現
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
相

：

映
像
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
試
み
」、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科

学
・
社
会
科
学
（
55
）、
29
―
39
頁
。

　

五
月
、
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
独
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
研
究
を
始
め

る
。
こ
の
間
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
歌
劇
場
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
の
オ
ペ
ラ
を
多
数
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

　

三
月
、
科
研
費
報
告
書
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
文
学
に
お
け
る
自
然
描
写
が

持
つ
近
代
批
判
的
な
意
味
に
関
す
る
研
究
」、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
）
研
究
成
果
報

告
書
、
80
頁
。

　

同
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
文
学
的
想
像
力
、『
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク

ト
ワ
ー
ル
の
教
え
』
が
意
味
す
る
も
の
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
日
本
文
化
学
部

言
語
文
化
学
科
（
14
）、
91
―
109
頁
。

　

七
月
、
言
語
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

：「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

「
芸
術
と
『
政
治
』」。

　
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）

　

三
月
、
論
文
「
こ
と
ば
と
自
然
の
物
語
へ
の
旅
立
ち
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の

『
反
復
』
に
つ
い
て
の
考
察
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学

科
（
15
）、
17
―
36
頁
。

　

四
月
、
言
語
文
化
学
科
主
任
に
就
任
す
る
。（
至
二
〇
〇
九
年
三
月
）

　

六
月
、
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
の
改
組
改
編
の
準
備
を
開
始
す
る
。

　

九
月
、
言
語
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

：「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

「
文
化
の
反
映
と
し
て
の
こ
と
ば
」。

　

十
月
、
明
星
大
学
青
梅
校
主
催
公
開
講
座

：「『
ド
イ
ツ
文
化
の
過
去
と
現
在
』：

戦
後
ド
イ
ツ
と
日
本
、
過
去
と
の
対
決
と
忘
却
」。

　
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）

　

三
月
、
論
文
「
健
脚
が
生
む
物
語

：

ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
風
景
を
追
う
旅
の

報
告
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
（
16
）、
41
―
54
頁
。

　

四
月
、
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
の
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
へ
の
改
組
の

準
備
を
進
め
る
。

　

三
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
作
品
に
お
け
る
「
言
語
表
現
」
と
「
言

語
喪
失
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
、
“Wunschloses U

nglück

”の
言
語
表
現

を
手
掛
り
に
し
て
」、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
研
究
紀
要
・
人
文
科
学
・
社
会
科

学
（
59
）、
1
―
8
頁
。

　

同
月
、
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
を
退
職
す
る
。

　

四
月
、
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
教
授
に
着
任
す
る
。

　

七
月
、
科
研
費
に
よ
る
調
査
旅
行

：「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
文
学
に
お
け
る

自
然
描
写
が
持
つ
近
代
批
判
的
な
意
味
に
関
す
る
研
究
」
の
た
め
に
、
グ
リ
フ
ェ
ン

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
の
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
生
家
、
並
び
に
ハ
ン
ト
ケ
の
作
品

が
描
写
し
て
い
る
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
諸
地
域
（
イ
ェ
ニ
ッ
ツ
ェ
、
ボ
ヒ
ス
カ
・
ビ
ス
ト

リ
ッ
ツ
ェ
他
）
を
訪
れ
実
地
調
査
を
行
う
。
ハ
ン
ト
ケ
の
作
品
に
現
れ
た
自
然
観
や

人
間
観
の
原
点
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

　
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）

　

六
月
、
言
語
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：

「
映
画
の
誕
生
」。

　

七
月
、
言
語
文
化
学
科
「
比
較
文
化
研
究
2
」
実
地
研
修

：

受
講
生
を
引
率
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
実
地
研
修
を
行
う
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
、
ダ
ッ
ハ
ウ
強
制
収
容
所
跡
地
、

ノ
イ
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城
、
パ
リ
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
等
々
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
歌
劇
場
で
オ
ペ
ラ
『
ロ
メ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（Ch.

グ
ノ
ー
）
を
鑑
賞
す
る
。

　

十
一
月
、
明
星
大
学
青
梅
校
主
催
公
開
講
座

：「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
族
形
態

：

家
族
の
あ
り
方
に
み
る
西
欧
文
化
の
多
様
性
」。

　
二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
年
）
科
研
費
研
究
報
告
書
提
出
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同
月
、
日
本
文
化
学
部
長
を
退
任
す
る
。

　

四
月
、
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
が
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
に
改
組
さ
れ

る
。

　

同
月
、
人
文
学
部
長
に
就
任
す
る
。（
至
二
〇
一
二
年
三
月
）

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
パ
ワ

ー
・
オ
ブ
・
ワ
ン
』（
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
ア
ヴ
ィ
ド
ル
セ
ン
監
督
、
一
九
九
二
年
）
と

『
イ
ン
ヴ
ィ
ク
タ
ス
』（
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
、
二
〇
〇
九
年
）
を
鑑

賞
し
、「
差
別
と
そ
の
克
服
」
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）

　

一
月
、
日
本
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：

「
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
偉
業
」。

　

三
月
、
論
文
「
個
人
主
義
の
意
味
、
近
代
民
主
主
義
の
価
値
観
の
理
解
の
た
め

に
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
19
）、
15
―
32
頁
。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
東
京
原

発
』（
山
川
元
監
督
、
二
〇
〇
二
年
）
を
鑑
賞
し
、
原
発
政
策
と
そ
れ
に
関
係
す
る

社
会
状
況
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
明
星
大
学
副
学
長
就
任

　

三
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
は
何
処
に
向
か
っ
て
帰
郷
す
る
の
か
？

ハ
ン
ト
ケ
文
学
の
転
換
点
と
し
て
の
『
ゆ
る
や
か
な
帰
郷
』
に
関
す
る
考
察
」、
明

星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
20
）、
15
―
27
頁
。

　

同
月
、
人
文
学
部
長
を
退
任
す
る
。

　

四
月
、
明
星
大
学
副
学
長
（
教
学
担
当
）
に
就
任
す
る
。（
至
二
〇
二
〇
三
月
）

　

五
月
、
日
本
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：
　

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
日
本
文
化
学
部
長
就
任

　

一
月
、
言
語
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：

「
映
画
研
究
会
09
年
度
の
活
動
に
寄
せ
て
」。

　

三
月
、
論
文
「
文
学
の
自
律
性
と
そ
の
限
界
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
“Die 

T
ablas von D

aim
iel

”を
手
掛
か
り
に
し
て
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
日
本
文
化

学
部
言
語
文
化
学
科
（
17
）、
61
―
74
頁
。

　

同
月
、
言
語
文
化
学
科
主
任
を
退
任
す
る
。

　

四
月
、
日
本
文
化
学
部
長
に
就
任
す
る
。（
至
二
〇
一
〇
年
三
月
）

　

六
月
、
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
日
野
校
移
転
の
準
備
を
開
始
す
る
。
最
大

の
課
題
は
学
生
及
び
保
護
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
。

　

十
月
、
言
語
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

蒼
星
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
父
親
た

ち
の
星
条
旗
』
と
『
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙
』（
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
、

二
〇
〇
六
年
）
を
鑑
賞
し
、
戦
争
映
画
に
お
け
る
「
ヒ
ー
ロ
ー
像
の
否
定
」
に
つ
い

て
討
論
す
る
。

　

十
二
月
、
言
語
文
化
学
科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
発
表
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
授
業
の
実
践
報
告
」。

　
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
二
年
）
人
文
学
部
長
就
任

　

二
月
、
言
語
文
化
学
科
日
野
校
移
転
に
関
し
て
、
学
生
及
び
保
護
者
の
承
諾
が
概

ね
得
ら
れ
る
。

　

三
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
『
真
の
感
覚
の
時
間
』
に
お
け
る
主
観

主
義
的
な
語
り
が
意
味
す
る
も
の
」（
一
九
八
六
年
の
論
文Zu 

Peter 
H
andkes 

subjektivistischer Literatur. M
it einer Interpretation über 

“Die Stunde 
der 

w
ahren 

Em
pfindung

”を
邦
訳
し
、
内
容
を
加
筆
改
訂
し
た
論
文
）、
明
星

大
学
研
究
紀
要
・
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
（
18
）、
19
―
30
頁
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
三
十
一
号　

二
〇
二
三
年

常
生
活
の
あ
り
様
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

　
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）

　

五
月
、
日
本
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：

「
近
代
帝
国
主
義
の
歴
史
と
今
日
」。

　

十
一
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
本
年
度

ア
カ
デ
ミ
ー
作
品
賞
を
獲
得
し
た
『
バ
ー
ド
マ
ン
』（
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
Ｇ
・
イ
ニ

ャ
リ
ト
ゥ
監
督
、
二
〇
一
五
年
）
を
鑑
賞
し
、
こ
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
く
な
い
作
品

が
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
取
っ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
八
年
）

　

三
月
、
論
文
「
小
説
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
近
代
精
神
、
啓
蒙
の
書
と
し
て
の

『
大
衆
小
説
』」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
24
）、
17
―
36

頁
。

　

四
月
、
日
本
文
化
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：

「
日
本
の
三
権
分
立
を
問
う
」。

　

九
月
、
日
本
文
化
学
科
「
比
較
文
化
研
究
」
実
地
研
修

：

受
講
生
を
引
率
し
て
沖

縄
県
那
覇
市
を
訪
れ
実
地
研
修
を
行
う
。
一
日
目
は
ひ
め
ゆ
り
館
や
摩
文
仁
の
丘
な

ど
を
訪
れ
、
沖
縄
戦
の
実
態
を
視
察
す
る
。
二
日
目
は
普
天
間
基
地
を
視
察
し
、
沖

縄
国
際
大
学
の
佐
藤
学
教
授
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
そ
の
歴
史
と
実
態
を
学
ぶ
。

さ
ら
に
、
辺
野
古
基
地
建
設
予
定
地
を
訪
れ
、
現
地
で
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
る

人
々
の
話
を
聞
く
。
三
日
目
は
首
里
城
を
見
学
し
、
琉
球
文
化
を
視
察
す
る
。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
主
催
公
開
講
座
「
国
家
と
宗
教
」：「
キ
リ
ス
ト
教
国
家
か

ら
近
代
民
族
国
家
へ
」。

　

「
民
主
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
ミ
リ
オ

ン
ダ
ラ
ー
・
ベ
イ
ビ
ー
』（
ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
監
督
、
二
〇
〇
四
年
）

を
鑑
賞
し
、
人
間
の
孤
独
と
愛
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）

　

三
月
、
論
文
「
個
人
主
義
の
意
味
（
2
）、
日
本
の
民
主
主
義
と
個
人
主
義
」、
明

星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
21
）、
19
―
37
頁
。

　

五
月
、
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：「
小
説

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』、
偉
大
な
る
近
代
人
の
物
語
」。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
主
催
公
開
講
座
「『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
そ
の
時
代
」：

「『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
と
近
代
精
神
、
近
代
人
が
背
負
っ
た
使
命
」。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
レ
・
ミ

ゼ
ラ
ブ
ル
』（
ト
ム
・
フ
ー
バ
ー
監
督
、
二
〇
一
二
年
）
を
鑑
賞
し
、
原
作
と
比
較

し
な
が
ら
近
代
人
の
倫
理
観
に
表
れ
た
近
代
精
神
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）

　

三
月
、
論
文
「
個
人
主
義
の
意
味
（
3
）、
民
主
主
義
を
支
え
る
自
立
し
た
個
人
」、

明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
22
）、
15
―
33
頁
。

　

五
月
、
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
と
ば
と
文
化
の
ミ
ニ
講
座
」
記
事

：「
民
族
と

人
間
、
映
画
『
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
』
鑑
賞
雑
感
」。

　

十
月
、
日
本
文
化
学
科
主
催
公
開
講
座
「
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
」：「
昭
和
の
戦
争
と

第
二
次
世
界
大
戦
、
日
本
と
ド
イ
ツ
」。

　

十
一
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
『
小
さ

い
お
う
ち
』（
山
田
洋
次
監
督
、
二
〇
一
四
年
）
を
鑑
賞
し
、
戦
争
を
も
た
ら
す
日
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二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

　

三
月
、
論
文
「
幸
徳
秋
水
の
『
廿
世
紀
之
怪
物
帝
国
主
義
』
に
関
す
る
一
考
察
、

近
代
文
明
の
理
念
に
よ
る
帝
国
主
義
批
判
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
人
文
学
部
・
日

本
文
化
学
科
（
29
）、
29
―
43
頁
。

　
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）

　

三
月
、
論
文
「
近
代
思
想
と
民
主
主
義
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日

本
文
化
学
科
（
30
）、
19
―
33
頁
。

　

同
月
、
随
筆
「
民
主
主
義
の
現
在
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文

化
学
科
（
30
）、
3
―
5
頁
。

　
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）

　

三
月
、
論
文
「
創
作
の
軌
跡
を
跡
づ
け
る
文
学
的
自
伝
の
物
語
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ

ン
ト
ケ
の
『
別
の
国
の
わ
た
し
の
日
』
に
つ
い
て
の
一
解
釈
の
可
能
性
」、
明
星
大

学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
31
）。

　

同
月
末
日
、
明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
を
退
職
す
る
。
十
九
年
間
、
小

職
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
明
星
大
学
の
教
職
員
、
と
り
わ
け
日
本
文
化
学
科
（
旧
言

語
文
化
学
科
）
の
諸
先
生
に
は
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。

二
〇
一
七
年
（
平
成
二
九
年
）

　

三
月
、
論
文
「
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト
ケ
の
『
行
商
人
』、
新
た
な
文
学
的
叙
述
の

模
索
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
25
）、
17
―
25
頁
。

　

十
一
月
、
日
本
文
化
学
科
映
画
研
究
会

：

星
友
祭
で
上
映
会
を
開
催
し
て
二
〇
一

六
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
監
督
賞
な
ど
を
獲
得
し
た
『
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
』（
デ
ミ
ア

ン
・
チ
ャ
ゼ
ル
監
督
、
二
〇
一
六
年
）
を
鑑
賞
し
、
そ
の
表
現
法
や
過
去
の
作
品
へ

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
な
ど
に
つ
い
て
討
論
す
る
。

　
二
〇
一
八
年
（
平
成
三
〇
年
）

　

十
月
、
私
立
大
学
協
会
教
務
研
究
委
員
会
委
員
と
し
て
、
第
五
十
六
回
大
学
教
務

部
課
長
相
当
担
当
者
研
修
会
（
浜
松
市
）
の
運
営
に
携
わ
る
。

　

同
月
、
日
本
文
化
学
科
主
催
公
開
講
座
「
平
成
の
30
年
〜
平
成
時
代
の
世
相
と
文

化
」：「
民
主
主
義
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
民
主
主
義
」。

　
二
〇
一
九
年
（
平
成
三
一
年
／
令
和
元
年
）

　

三
月
、
論
文
「
帝
国
主
義
論
考
、
ホ
ブ
ス
ン
の
『
帝
国
主
義
論
』
に
関
す
る
一
考

察
」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
27
）、
35
―
50
頁
。

　

九
月
、
私
立
大
学
協
会
教
務
研
究
委
員
会
委
員
と
し
て
、
第
五
十
七
回
大
学
教
務

部
課
長
相
当
担
当
者
研
修
会
（
神
戸
市
）
の
運
営
に
携
わ
る
。

　
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）

　

三
月
、
論
文
「
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
帝
国
主
義
論
、
国
民
国
家
崩
壊
の
『
物

語
』」、
明
星
大
学
研
究
紀
要
・
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
（
28
）、
41
―
55
頁
。

　

三
月
、
明
星
大
学
副
学
長
を
退
任
す
る
。

　


